
大館少年自然の家　体験活動プログラム

◆ 関連付けて取り組みやすい各教科等の内容

・

・ 小学校　図画工作　A表現 など

※学校の実態に応じて、総合的な学習の時間及び特別活動と関連付けて実施することも可能です。

◆ 活動の様子

◆ 活動を通して育成が期待される主な資質・能力

【木の実や葉っぱの組み合わせを楽しむ様子】 【自然物の色や形から発想を広げる子ども】

実際の社会や生活で生きて働く 問題を発見する姿

知識及び技能の習得 「それは、どういうことか？」

未知の状況にも対応できる 解決に向けて他者と関わろうとする姿

思考力・判断力・表現力等の育成 「こうするとよいのではないか？」

学んだことを人生や社会に生かそうとする 主体的に問題解決を図ろうとする姿

学びに向かう力、人間性等の涵養 「こう考えるがどうか？」

プログラム名 森のレストラン

ねらい
　　草花や樹木などを食材に見立て、料理のように画用紙に並べる活動を通して、身近
な自然を利用した遊びの面白さ、自然物の色や形などの多様さなどに気付くことがで
きる。

内　容
　木の実や落ち葉、枝など、拾い集めた草花や樹木を画用紙の上に並べて、
「料理」をつくって遊ぶ活動です。

小学校　生活　身近な人々、社会及び自然と関わる活動　（５）季節の変化と生活　（６）自然や物を
使った遊び

学習指導要領に示されている資質・能力 “｢問い｣を発する子ども”の具体的な姿

○

○



◆ プログラムの展開例 「森のレストラン」

・ 学校の校庭で、身の回りにある自然を観察する。

・ 公園で動植物を観察したり、公園に来ている人と関わったりする。

・ 公園にある自然や物を使った遊びを考え、みんなで楽しく遊ぶ。

１． ・

２． ・

・ 活動場所、活動の流れを確認する。

３． ・

４． ・

・

5． 活動のまとめをする。【２０分】 ・

6． ・

・ 季節（の変化）と自分たちの生活の関わりについて振り返る。

・ 拾い集めた木の実や落ち葉などを使っておもちゃをつくる。

・ つくったおもちゃで、友達や園児と遊ぶ。

児　童　生　徒　の　活　動　内　容 指　導　者　側　の　留　意　点

活動のめあてを確認する。【５分】 どんな料理をつくりたいか思い描

けるように、身の回りにある木の実

や落ち葉について想起させる。

活動の見通しをもつ。【１０分】 安全に活動できるように、活動の約

束や危険な動植物などを伝える。

木の実や落ち葉を集める。【３０分】

集めた木の実や落ち葉を画用紙の上

に並べ、料理をつくって遊ぶ。【３０分】

☆次のような「“問い”を発見し、解決に向かって試行錯誤する場面」を支援します☆

活動のねらいに沿ってまとめらるよ

うに、活動シートを準備する。

活動を振り返る。【５分】 振り返りの視点を示す。

学校等での
事前学習

※必要に応じて

自然物の色や形の多様さなどに気
付けるように、視点を示す。

遊びの面白さに気付けるように、自
由な発想を大切にし、それを引き出
す声掛けをする。【学校職員】

自然物の特徴を作品作りに生かそう
とする態度を褒め、意欲を高める。
【学校職員】

学校等での
事後学習

※必要に応じて

大館
少年自然の家

での
学習

【１００分】

◎木の実はどこにあるのかな？
・集めた材料で何をつくろうかな？
・どんな工夫ができるかな？

◎どんぐりはナラの近くにあるんだ。
・どんぐりをカレーライスにしよう。
・赤い木の実は福神漬けにしてみよう。

発言：児童生徒

支援：指導者

きのみやはっぱでりょうりをつくって、
たのしくあそぼう。

“問い”の例

解決の姿

どんぐりの色に似て
いる料理は…

適宜、草花や樹木につ
いて話をする。

他の木の実や葉っぱ
も探してみよう。

今度はデザートをつ
くってみよう。

更に工夫できることは
ないか問いかける。

どんぐりは、木の下
にありそうだぞ。



大館少年自然の家　体験活動プログラム

◆ 関連付けて取り組みやすい各教科等の内容

・

・

・ 小学校　国語　第３～６学年　Ｂ書くこと など

※学校の実態に応じて、総合的な学習の時間及び特別活動と関連付けて実施することも可能です。

◆ 活動の様子

◆ 活動を通して育成が期待される主な資質・能力

小学校　理科　第４学年　Ｂ生命・地球（２）季節と生物　

小学校　社会　第５学年　（５）我が国の国土の自然環境と国民の生活との関連　

【チェックポイントにある樹木を観察する様子】 【樹木の特徴から、樹木名を予想する子どもたち】

実際の社会や生活で生きて働く 問題を発見する姿

知識及び技能の習得 「それは、どういうことか？」

未知の状況にも対応できる 解決に向けて他者と関わろうとする姿

思考力・判断力・表現力等の育成 「こうするとよいのではないか？」

学んだことを人生や社会に生かそうとする 主体的に問題解決を図ろうとする姿

学びに向かう力、人間性等の涵養 「こう考えるがどうか？」

プログラム名 グリーンウォッチング

ねらい
 　自然の家周辺に自生する樹木を観察し、それぞれの樹木の特徴について仲間と話し
合う活動を通して、身近にある自然環境の豊かさを実感したり、樹木についての興味を
高めたり、生物を愛護する態度を養う。

内　容
　グループごとにコース上に設定されたチェックポイントにある樹木を観察
し、ヒントを基にその樹木の名前を当てる野外活動です。（活動時間は２時間
としていますが、１時間程度で実施可能なミニコースも選択できます。）

学習指導要領に示されている資質・能力 “｢問い｣を発する子ども”の具体的な姿

○ ○

活動内容が分かる画像（遠景）
活動中の子ども同士の関わりや子どもと
指導者との関わりが分かる画像（近景）



◆ プログラムの展開例 「　グリーンウォッチング　」

・ 身近な植物について、探したり育てたりする。

・ 森林の分布について調べたり、森林の働きについて考えたりする。

・

１． ・

２． ・

・ ・

３． ・

・ ・

・

・

４． 活動のまとめをする。【１０分】 ・

・

５． ・

・ 植物の成長や季節による変化を調べたり、観察したりする。

・

・

新聞やリーフレット、詩、俳句に触れたり、言葉集めをしたりする。

児　童　生　徒　の　活　動　内　容 指　導　者　側　の　留　意　点

活動のめあてを確認する。【５分】

活動の見通しをもつ。【１５分】 説明用の図や写真を掲示する。

樹木の名称を予想する。

☆次のような「“問い”を発見し、解決に向かって試行錯誤する場面」を支援します☆

樹木の特徴を情報交換する。

活動を振り返る。【５分】 振り返りの視点を示す。

森林資源の果たす役割や自然環境について考え、議論する。

調べたことや体験したことを新聞やリーフレット、詩、俳句などで表す。

学校等での
事前学習

※必要に応じて

樹木に触れた経験を聞き、身近にあ
る樹木への関心を高める。

活動の流れや観察するポイント、危
険箇所を確認する。

グループで話し合ったり、作戦を考え
たりする時間を設ける。

グループごとにコースを回り、樹木を観
察する。　【８５分】

先に出発して安全確認をする。最後
の班の後方にも職員が付く。

活動シート（ヒント）を基に、樹木の
特徴を調べる。

葉や幹の特徴の他に、視覚以外の
特徴についても気付けるように助言
する。【学校職員】

植物の特徴を捉えた児童生徒の発
言を拾い上げ、全体に広げる。
【学校職員】

解答シートを見比べたり、樹木の特
徴を話したりする時間を設ける。

学校等での
事後学習

※必要に応じて

大館
少年自然の家

での
学習

【１２０分】

◎□番の木には、どんな特徴があるかな？
・似ているけど、どこに違いがあるの？
・この木は、学校にもあるのかな？

◎樹皮が赤茶色だから、アカマツだね。
・手触りや匂いに注目しよう。
・学校にも同じ木がたくさんあったよ。

発言：児童生徒

支援：指導者

樹木を観察して自然に親しもう。

“問い”の例

解決の姿

葉の形や木肌をよく
観察してみよう。

見た目で分からない
から、触ってみよう。

葉や幹の触感や匂いは
どうか聞く。

家の周りにある木も
調べてみたいな。

家の周りにもたくさん
の種類の木があるね。

自然の家で発見した樹
木の特徴を確認する。



天体観察

活動内容が分かる画像（遠景）
活動中の子ども同士の関わりや子どもと

指導者との関わりが分かる画像（近景）



・星の色や明るさには違いがあるの

かな？

・どの方角にどんな星があるかな？

・月の表面はどんな様子なのかな？

・夜空には、いろいろな星座がある

よ。色や明るさも違うね。

・方角によって見える星や星座が違

うんだね。

・月の表面はでこぼこしているよ。

発言：児童生徒

支援：指導者

月や星を観察して、天体博士になろう。

“問い”の例

解決の姿

夜空にはたくさんの

星があるね。

星の様子を詳しく見て

みよう。

天体望遠鏡を使って詳

しく観察するよう促す。

他の季節には、ど

んな星座が見られ

るのかな？

他の星のことも調べ

てみたい！

いろいろな季節の特徴

的な星や星座を伝える。



川遊び



・どこを探せば生き物が見付かるかな？

・どうすれば安定して浮けるだろう？

・実際の川はどんな様子だろう？

・おたまじゃくしは水たまりにいたよ。

・力を抜いて空を見ると楽に浮けたぞ。

・水量が多いと川の流れが激しいな。

発言：児童生徒

支援：指導者

安全に気を付けながら川遊びを楽しみ、

自然に親しもう。

“問い”の例

解決の姿

おたまじゃくしを探

してみよう。

足、襟、空のポイント

を想起させる。

水量が少ないときは

どうなるのかな。

今度はヤゴを探して

みよう。

どんなところに隠れて

いそうか問いかける。

楽に浮くにはどうす

ればよいかな。



ポリ袋調理体験

活動内容が分かる画像（遠景）
活動中の子ども同士の関わりや子どもと

指導者との関わりが分かる画像（近景）



・

・水道が止まったら大変だよ。

・電気やガスが止まったらどうする？

・ポリ袋調理なんて知らなかったよ。

・飲み水は家に準備しておこう。

・カセットコンロは便利だね！

・普段からやってみるといいんだ。

発言：児童生徒

支援：指導者

災害時の食事には、どんな備えが必要

かを見付けよう。

“問い”の例

解決の姿

少ない水でも調理が

できたら助かるね。

この間停電したときは、

どうしたかな。

家庭での調理の様子を

想起させる。

ポリ袋を使うと、普

段からいろんな調理

ができそうだね。

水やカセットガスは

どのくらい準備して

おけばいいかな。

今日の調理で使った量

を確かめさせる。


